
24 times in total 

Standing
立位

実践編



Hideaki M.Electromyographic and movement analysis of lateral weight shift in the standing position and trunk anterior tilt movement in the standing position focusing on hip joint muscles:2019

足角による股関節筋活動の変化
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 足角(股関節外旋)の増加に伴い、中殿筋、大殿筋の停止部である大腿骨頭大転子

や腸脛靭帯、大腿骨殿筋粗面は後方に筋線維走行が変化する

 角度によって中殿筋の筋活動が変化することがわかる



Kyeongjin Lee.Activation of Pelvic Floor Muscle During Ankle Posture Change on the Basis of a Three-Dimensional Motion Analysis System:Med Sci Monit. 2018; 24: 7223–7230.

足関節底背屈での骨盤底筋群の活動
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 足関節の底背屈角度で、骨盤底筋群の活動が異なる

 足関節角度を考慮し治療を展開する必要がある



横隔膜は主要な吸気筋であることに加え，姿勢の安定性にも寄与している

横隔膜EMGは，三角筋EMGが観察される前に増加した（呼吸の位相には影響されなかった）

腹腔内圧は上肢運動に先行して増加した．また腹腔内圧の増加に先行して、横隔膜EMGが増加した

横隔膜は姿勢コントロールに影響を与えるかもしれない(コアスタビリティーの重要性)．また、姿勢が呼吸に影響を

与えることも示唆している

先行する横隔膜の収縮
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Gait Posture. 2011 Mar;33(3):473-7. doi: 10.1016/j.gaitpost.2010.12.028. Epub 2011 Jan 26.Activation of transversus abdominis varies with postural demand in standing.Crommert ME1, Ekblom MM, Thorstensson A.

 腹横筋（TrA）は多機能筋肉であり、腹腔内の圧力調節に関与していおり、モーメント方向とは無関係に働く

 COMを高く保つには腹横筋の活動は必要と言え、胸腰筋膜を介して腰椎の安定にも寄与する

腹横膜と姿勢制御

ス

ボ

ト

ラ



Deep and Superficial Fibers of the Lumbar Multifidus Muscle Are Differentially Active During Voluntary Arm Movements. Spine (Phila Pa 1976), 27 (2), E29-36 2002 Jan 15

多裂筋表在線維と深部線維の活動の違い
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 前傾ではES、MFの活動が大きくなり、続いて腹横筋の活動がみられる

 後傾ではTrAの活性は、GMaを除く他の筋肉の活性よりも有意に大きかった

 内腹斜筋は測定されていないが、以前の研究では、IOが後部骨盤傾斜に参加したことが

報告されている。そのためTrAだけでなくIOも後部骨盤傾斜に寄与している可能性がある

前傾 後傾

骨盤前後傾の筋活動
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 座位と同様に、歩行など生活するうえで立位での骨盤の側方傾斜は重要となる

 座位とは異なり，支持面が狭く足部や膝，股関節が関与する関係で複雑な筋協調性が求められる

 後脛骨筋の過緊張が問題視されやすいが、内反をコントロールする筋であり重心移動には重要な

筋となる

 小指外転筋は比較的小さい筋肉だが常に活動がみられており、脳卒中患者では萎縮しやすい

Single-leg standing: examination of the foot function . Tetsuro NAKAMICHI, RPT1), Hirofumi WATANABE, RPT2), Toshiaki SUZUKI, RPT, DMSc3)2015

左右への重心移動
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 片脚立位にも個別性がある(下肢の挙げ方、上肢、頭頚部の関与など)

 なぜ？そのような戦略をとっているのかを考えることが重要

 SLSは歩行や応用動作(階段など)に必要な構成要素の一つである

Liu MQ et al：Muscle contributions to support and progression over a range of walking speeds.J Biomech. 2008 Nov 14;41(15):3243-52

Single leg stance
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側方移動における体幹筋の活動
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非移動側 移動側

Physical therapy training of the  trunk muscleIs for mproved Posture and gait:2013



Physical therapy training of the  trunk muscleIs for mproved Posture and gait:2013

体幹筋の活動
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通常時



Trunk Muscle
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【外腹斜筋斜行線維】

第８肋骨下縁

【内腹斜筋斜行線維】

斜め上へ腹直筋鞘に走行

【内腹斜筋横行上部線維】

胸腰筋膜～第10/12肋骨に付着

体幹の直接的運動ではなく、胸郭の安定に寄与する

 腹直筋が安定して働くには内腹斜筋、腹横筋がしっかりと働ける環境にあることが必要

【内腹斜筋横線維】

上前腸骨棘下方２センチやや内側

【外腹斜筋縦行線維】

体幹側屈に寄与



Physical therapy training of the  trunk muscleIs for mproved Posture and gait:2013

体幹筋の活動
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Effects of Weight-Shift Training on Walking Ability, Ambulation, and Weight Distribution in Individuals With Chronic Stroke: A Pilot Study Pontus Andersson:Top Stroke Rehabil. 2015 Dec;22(6):437-43.

麻痺側への荷重練習の立位・歩行に対する効果
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 NIRS （近赤外分光法）にて立位姿勢制御に前頭前野、SMA、後部頭頂葉によるネットワークが関与していると言われている

 立位姿勢制御時の足関節戦略にSMAの活性化が寄与していると考えられ、両側の前頭前野、運動前野、SMA、後部頭頂葉の血流量増加

し、BBSとの相関関係では前頭前野、SMAとの間に正の相関がみられた（Mihara M, 2008）

 バランス能力の改善には特に前頭前野とSMAが関与している可能性がある（Mihara M, 2012）

 立位姿勢制御時のSMAの血流量はリハビリ後、両側性に血流量が増加していた

 SMAが姿勢バランス制御において重要な役割を示すとともに、SMAが脳卒中後のバランス改善に重要な領域であることを示唆

（Fujimoto H, 2014）。

Mihara M at et.Cortical control of postural balance in patients with hemiplegic stroke:Neuroreport. 2012 Mar 28;23(5):314-9. doi: 10.1097/WNR.0b013e328351757b.

姿勢と脳
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Effects of Light Touch on Balance in Patients with Stroke Tae-sung In,3 Jin-Hwa Jung,4 Sang-hun Jang,3 Kyung-hun Kim,3 Kyoung-sim Jung,*,2 and Hwi-young Cho*,1Open Med (Wars). 2019; 14: 259–263.

 軽い接触は姿勢を安定させる可能性があるが、ただ触っていれば良いということではない事に注意

 特にセラピー中は過剰にタッチをしている場合が多く、ライトタッチで姿勢が安定するようであれば杖の

使い方も安定するかもしれない

Light Touch
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Review Front Hum Neurosci. 2015 Apr 10;9:192. doi: 10.3389/fnhum.2015.00192. eCollection 2015.New insights into the pathophysiology of post-stroke spasticity .Sheng Li , Gerard E Francisco 

網様体脊髄路・前庭脊髄路と痙縮の関係
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 視床後方の腹後方（VPL），側方核（LP）（おそらく皮質への投射もある）は人間の垂直姿勢を制御するのに決定的

な第2のgraviceptive systemであり，神経の再現を含む基礎になると思われる

 垂直位置を保つgraviceptive systemは二つの経路がある

①視覚と頭部で垂直位を方向付けるシステム過程（視覚、前庭系、頭頚部の中の固有感覚）

②体幹の姿勢を保つ姿勢過程（腎臓や体幹からの慣性を介す情報）

The neural representation of postural control in humansHans-Otto Karnath et al：Proc Natl Acad Sci U S A. 2000 Dec 5; 97(25): 13931–13936

Takakusaki K：Functional Neuroanatomy for Posture and Gait Control . J Mov Disord. 2017 Jan;10(1):1-17

前庭皮質（PIVC）

ス

ボ

ト

ラ

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC17678/


 小脳は、脳全体の約10％の体積や重量となっている

 ニューロンの数は大脳の約7倍以上を占めており、脳全体の”約半分”の細胞が小脳に集約されていると言われている

 そして、小脳への入力は出力に比べて”3倍”多く、多くの情報を縮約し、入力を出力に変換しているとも言える

解剖学的：横 解剖学的：縦 機能的外観

Cerebellum
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 大脳小脳

・四肢遠位、口腔器官をコントロールで随意運動に関わる

 脊髄小脳

・体幹、四肢近位筋をコントロールし、抗重力筋に関わる

 前庭小脳

・体幹、四肢近位筋をコントロールし、伸筋に関わる

小脳の機能区分
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 歯状核
「半球外側部」からの投射を受ける

 中位核
「半球中間部」からの投射を受ける

 室頂核
「虫部、片葉小節葉」からの投射を受ける

小脳核
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Cerebellum
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 静止した床面において糖尿病患者(下肢の体性感覚のLOSS)は正常人と比較し前庭脊髄路系の発火が増大した

 異なる速度で動く床面で立つことに関連して，COPが移動したり足部の筋群の発火によって前庭神経系の活

動は増大する

 座位や支持面を作ると前庭系が発火しにくくなる→立位から座位になる際に前庭神経系をOffにできないとな

かなか座れないことになる

 片麻痺などの体性感覚入力が欠如している患者において，前庭系の代償は必須となっている

 身体をあえて傾けることで前庭系の入力を強めるstrategy をとるということも評価において把握しておくこ

とは重要

 前庭系は身体の抗重力伸展を高めるが，過剰な場合は従重力へのコントロールを阻害する可能性があること

からも，臨床上どのような手段を用いて前庭系をOffにしていくのかを誘導の中で模索する必要がある

Somatosensory influence on postural response to galvanic vestibular stimulation： Hlavacka F, Horak FB：Physiol Res. 2006;55 Suppl 1:S121-7

体性感覚と前庭刺激の関係性
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Vestibular Control of Muscular Tone and Posture PubMed Markham CH et al.(1987)

 前庭脊髄システムは、直立姿勢と頭部の安定性維持に寄与し前庭末端器官は２つに分けられる

①頭の角加速度に反応する半円形の管：三半規管

②重力を含む線形加速によって活性化される卵形嚢および球形嚢の耳石系

 前庭脊髄システムは非常に短時間かつ高速な角加速度に応答し、頭部速度に関連する信号を脳幹に中継

 前庭核が情報を受け取り、内側および外側核で終結する核は、首、体幹および四肢にとって特に重要となる

 脊髄を対象とする前庭情報は、外側前庭脊髄路（LVST）、内側前庭脊髄路（MVST）および少なくとも部分的に網様体脊髄

路（RST）によって運ばれる

 LVSTは、外側核の細胞体に由来し、同側に降下し約90メートル/ secで平均がかなり速い伝導速度である

 MVSTの大部分は頚部で終結し、頸部伸筋または頸部側筋の運動ニューロンを直接または間接に神経支配

 三半規官および短潜時の頚部運動ニューロンへの接続は、主に前庭脊髄路を介して角運動に応答し、頭部を安定させる

 耳石の線形変位は、直立姿勢を維持するように四肢と身体の支えとなり、突然の落下時に着陸するのを助けるように四肢

を伸ばす

前庭システムと姿勢・筋緊張
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